
第
90
回
装
苑
賞  

応
募
要
項

136Jan. 2016  SO-EN

●
テ
ー
マ

レ
デ
ィ
ス
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
服
地
選
択
自
由
。
た
だ
し
、
他
コ

ン
テ
ス
ト
や
作
品
と
し
て
未
発
表
の
デ
ザ
イ
ン
に
限
り
ま
す
。

●
審
査
員

服
作
り
に
携
わ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

●
応
募
資
格

服
飾
デ
ザ
イ
ン
を
職
業
と
し
て
い
な
い
か
た
。
た
だ
し
、
服
飾

デ
ザ
イ
ン
を
職
業
と
し
て
か
ら
2
年
間
は
応
募
可
能
。

●
応
募
方
法

A
4
サ
イ
ズ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
形
式
で
応
募
（
詳
し
い
内
容

は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
り
方
を
参
照
）。

※
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
は
、
希
望
の
審
査
員
名
、
テ
ー
マ
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
）
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
員
1
名
に
対
し
て
1
冊
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
限
り
ま
す
。
一
つ
の
応
募

期
間
で
各
審
査
員
に
応
募
が
可
能
、
た
だ
し
テ
ー
マ
と
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
ま
す
。
2
名
以
上
の
審
査
員
に
選
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
候
補
者

本
人
と
相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。
模
倣
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
入
選
後
で
も

資
格
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
い
か

な
る
場
合
も
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
シ
ス
テ
ム

募
集
は
年
に
2
期
制
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
形
式
で
応
募 

→ 

各

審
査
員
が
4
名
の
候
補
者
を
選
出
（
1
次
審
査
）。
編
集
部
か

ら
候
補
者
へ
電
話
連
絡 

→ 

選
出
さ
れ
た
候
補
者
は
1
体
の
実

物
作
品
を
制
作
（
制
作
費
と
し
て
1
体
に
つ
き
3
万
円
を
支
給
）

→
『
装
苑
』
誌
面
掲
載
用
に
撮
影
・
対
談
（
2
次
審
査
）
を
行

な
い
、
各
審
査
員
が
候
補
者
を
2
名
に
絞
り
ま
す 

→ 

2
次
審

査
通
過
者
は
最
終
選
考
と
な
る
ラ
ン
ウ
ェ
イ
形
式
の
公
開
審
査

会
に
向
け
て
計
3
体
の
作
品
を
制
作
（
制
作
費
と
し
て
6
万
円

を
支
給
）、
ミ
ニ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
発
表

　※
2
次
審
査
を

通
過
で
き
な
い
場
合
も
、
公
開
審
査
会
に
て
作
品
展
示
し
ま
す
。

●
特
典

装
苑
賞
は
賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
と
賞
金
1
0
0
万
円
、
副
賞
と
し

て
協
賛
各
社
か
ら
の
賞
品
。

佳
作
1
、
2
位
は
賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
と
賞
金
30
万
円
、
副
賞
と

し
て
協
賛
各
社
か
ら
の
賞
品
。

●
応
募
先

〒
1
5
1-

8
5
2
4

　東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
3-

22-

1 

G
館
7
階

　文
化
出
版
局

　『装
苑
』
編
集
部 

装
苑
賞
係

●
問
合
せ
先

『
装
苑
』編
集
部 

装
苑
賞
係

　T
E
L
0
3-

3
2
9
9-

2
4
1
6

http://w
w
w
.bunka.ac.jp/soen/

装苑賞に挑んだデザイナーたち装苑賞に挑み、現在も第一線で活躍するデザイナーたちをピックアップ。
夢を持ち続け何度も装苑賞にチャレンジした軌跡と今を紹介する。

1981年広島生れ。2006年、明治大学経営学部
卒業後、文化服装学院に入学。’11年、文化フ
ァッション大学院大学デザインコースを卒
業し、’12年に、繊細な女性像をクリエイトす
るブランド＂シュチャストニー スー＂をス
タート。’13年春夏コレクションでデビュー。

1 第 83 回装苑賞候補作品。「ゴミと少女と操り人形」
がテーマで、まるで背骨と腕の骨が飛び出してしま
ったように見える個性的なデザイン。 2 「養老天命
反転地」から着想を得て制作。伝統的なデザインの
テーラードジャケットにゆがみを加え、その中に見
える美しさを表現した第 84 回装苑賞候補作品。 3 

「OLD FUTURE SYSTEM WEAR KIT」をテーマに、
架空のラボのフィールドワーク用ユニフォームをイ
メージ。オールホワイトのコーディネートはセンス
のよさを感じさせる。 4 『装苑』2013 年 1 月号のニ
ューカマー特集に掲載。デビューコレクションから
今に至るまでブランドイメージは一貫している。

ŠŤASTNÝ SŮ  2016 年春夏コレクション
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赤丸卓正
Vol.16

大学で経営学を修了後、ファッションを学ぶため文化服装学院
へと進んだ赤丸卓正さんは、在学中に装苑賞に3作品がノミネー
トされ、そのうちの2作品が公開審査会への出場を果たしている。
ユニークな発想とロジカルな思考でテーマを打ち出し、ベーシッ
クアイテムにギミックを盛り込んだ作品は、時に審査員からアー
ティスティックな思想を称賛されたり、女性が着る服としての欠
点を指摘されたり、センスのよさに技術が追いついていないと諭
されたりと、様々なアドバイスをもらい、その都度、自身の糧にし
て挑戦を続けてきた。装苑賞の作品は、オリジナルブランドのデ
ザインに影響を及ぼすことも多いが、赤丸さんが手がける〝シュ
チャストニー スー〟は180度方向性が違うのもおもしろい。デビュ
ー当時から一貫してガーリーで繊細なものづくりを心がけ、女の
子の心をとらえている。商品と作品はもちろん違うベクトルのも
のだが、この発想の振り幅があってこそ、商品ディテールに対す
るこだわりやベーシックアイテムのデザインの幅も広がるのだ。

「some flowers」をテーマに、多面的な女性像を、様々
な花をモチーフに表現したコレクション。立体的な
花のアップリケやテキスタイルの中に花を閉じ込め
た押し花シリーズ、また女性を花に見立て、蝶が花へ
と引き寄せられている姿を描いた刺繍のアイテムな
ど、ファンタジックでガーリーな世界観が特徴。コ
レクションのルックではフラワーアーティスト、エデ
ンワークスの篠崎恵美さんとコラボレートしている。
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1981年広島生れ。2006年、明治大学経営学部卒業後、文化服装学院に入学。’11年、文化ファッ
ション大学院大学デザインコースを卒業し、’12年に、繊細な女性像をクリエイトするブ
ランド〝シュチャストニー スー〟をスタート。’13年春夏コレクションでデビュー。

大学で経営学を修了後、ファッションを学ぶため文化服装学院へと進んだ赤丸卓正さんは、在
学中に装苑賞に3作品がノミネートされ、そのうちの2作品が公開審査会への出場を果たしてい
る。ユニークな発想とロジカルな思考でテーマを打ち出し、ベーシックアイテムにギミックを盛り
込んだ作品は、時に審査員からアーティスティックな思想を称賛されたり、女性が着る服として
の欠点を指摘されたり、センスのよさに技術が追いついていないと諭されたりと、様々なアドバ
イスをもらい、その都度、自身の糧にして挑戦を続けてきた。装苑賞の作品は、オリジナルブラン
ドのデザインに影響を及ぼすことも多いが、赤丸さんが手がける〝シュチャストニー スー〟は180
度方向性が違うのもおもしろい。デビュー当時から一貫してガーリーで繊細なものづくりを心が
け、女の子の心をとらえている。商品と作品はもちろん違うベクトルのものだが、この発想の振
り幅があってこそ、商品ディテールに対するこだわりやベーシックアイテムのデザインの幅も広
がるのだ。
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「some flowers」をテーマに、多面的な女性像を、様々な花をモチーフに表現したコレクショ
ン。立体的な花のアップリケやテキスタイルの中に花を閉じ込めた押し花シリーズ、また女
性を花に見立て、蝶が花へと引き寄せられている姿を描いた刺繍のアイテムなど、ファンタ
ジックでガーリーな世界観が特徴。コレクションのルックではフラワーアーティスト、エデ
ンワークスの篠崎恵美さんとコラボレートしている。


